
いきたいと思います。私たちの挑戦です。 
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3 月 15 日、3 年生 187 人が卒業していきま

した。学校を休みがちだった子たちにも、全員卒

業証書を渡すことができました。   

それぞれの進む道を自ら選択し、春の出会いに

期待で胸膨らませ巣立つ季節。大変立派な卒業生でした。担任の呼名に対する一人ひとりの返事、

卒業証書を受け取る時の真っすぐな視線や笑

顔、話を聞くときの凛とした態度、そして歌

声。2 年間コロナに翻弄された生活でしたが、

いつもできる中でのベストを尽くし、狭山台中

をリードし、支え、後輩たちに確かなバトンを

つないでくれた 187 人に感謝の気持ちでいっ

ぱいでした。 

卒業式の 3 日前。3/１２（土）3 年生を送

る会が開かれました。生徒会本部役員と実行

委員が中心となり、１，2 年生各クラスから

のビデオメッセージや劇、体育館の窓には 2

年生が作ったステンドグラス、3 年生の教室

には、1 年生が思いを込めた飾りや黒板アー

トなど、できる中でのベストをつくし準備を

してくれました。成長を感じます。 

そして、1，2 年生の思いに対する 3 年生

からの呼びかけと「栄光の架橋」の合唱。会

場の体育館にいた私は、3 年生の想いを受け

ての感動と、生徒にたくさんの我慢をさせ、

たくさんの経験をさせられなかった悔しさで

胸がいっぱいになりました。 

“3 送会”を通じ、行事の大切さを痛感し

ました。皆で何かを作り上げたときの達成感

や感動、そして人に思いを伝える喜びは、勉

強だけでは決して学ぶことができない大事な

ものを子供たちに残してくれると実感しまし

た。来年度も、コロナ禍を無視はできないで

しょうが、やれることはたくさんあります。新たな気持ちで、生徒に多くの経験をさせ成長させて
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学校教育目標 

◎学び合う生徒 

◎考えて行動できる生徒 

◎高め合う生徒 

      

 

 

目指す学校の姿     誰もが安心して学校生活を送り、成長を実感し、地域とともにある狭山台中学校 

1年生作 黒板アート 
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1，2年生 

残りわずかとなった令和 3年度。各学年で

1年の総まとめ。そして、最後の行事を計画

し、思いっきり楽しんでいました。1年生は学

級対抗球技大会。2年生は、エンタの皆様？と

題して、パフォーマンスを披露。大いに盛り上

がっていました。最高の笑顔で、仲間との時間

を思いっきり楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長のつぶやき  1年間ありがとうございました 

 明日、修了式を迎えます。あっという間に令和3年度が駆け抜 

けていきました。常に新型コロナ感染拡大予防に腐心し、活動は、 

どこまでやれるのかを探り、迷い、決断の繰り返しでした。その 

結果、保護者の皆さんに生徒の活動をお見せできなかったり、行 

事が延期や中止になったりと、悔しい思いと申し訳なさでいっぱいです。感染不安や生活リズムの崩れ、漠然と

した不安や学習の遅れなど様々な理由で、休みがちになった生徒も少なくありません。私の夢は、全生徒が元気

に学校に顔をそろえることです。「誰もが安心して学校生活を送り、成長を実感し、地域とともにある狭山台中

学校」を目標に学校づくりをしてまいりましたが、まだまだこれからです。今後も粘り強く学校づくりをしてま

いります。1年間、ご協力ありがとうございました。 

3年生を送る会より「栄光の架橋」 

３/１８ １年球技大会 

3/１８ 2 年生 「エンタの皆様」 

案で募金活動を行いました。無関心ではいられなか

ったのでしょう。自分たちにも何かできないかとの

思いで行動したようです。一人 10円として、全校

で６０００円が目標と聞いていましたが、生徒の関

心が高く、目標を大きく超える募金があったそうで

す。ユネスコまたは赤十字へ寄付すると聞きまし

た。生徒が自分たちの発案で、実際に行動したこと

をたくましく思います。これも社会貢献の一つ。ご

協力ありがとうございました。本部生徒がしっかり

と思いを届けてくれると思います。 

ご存知の通り、ロシア

によるウクライナへの侵

攻が激化しています。た

くさんの犠牲者があるこ

とが連日報道され、苦し

くなります。そんな中、

3月 9日から 3日間に

わたり、生徒会本部の発

案で、 

生徒会本部の生徒が、 


